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心地よい風、若葉が目に染みるこの季節とともに、
令和の御代に立ち会える事の幸せを感じるこの頃です。
 Smith

今年は、オリンピックの前年で、初のラグビー・ワールドカップの開催国ですが、何とかブロック
リーグを勝ち抜いて、トーナメントに進出して欲しいですね。

hair ken short

4月1日から東新宿駅の新しい出口B-3が使用出来るようになりました。これからやって来る梅雨の
季節、JAPRS事務局へのアクセスが大変楽になるはずです。最近で一番うれしい出来事でした。
 pesonai

季節予報によると、今年の夏は晴れの日が少ないとのこと。暑さが少しでも和らげばよいのです
が・・・。

mm
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平成 31年 JAPRS新年会

18：30 総務委員会・中村氏（ミキサーズラボ）の司会により開
宴となり、最初に高田会長が年頭の挨拶を述べられる。

続いてご来賓の方々を代表し、経済産業省 商務情報政策局 コン
テンツ産業課 課長補佐 中山 祥氏が挨拶される。

次に関連団体を代表し、一般社団法人日本レコード協会理事 畑 陽
一郎氏が挨拶される。

続いて乾杯となり、関連団体を代表して一般社団法人日本オーディ
オ協会専務理事 森 美裕氏により乾杯の発声が行われ、歓談の時間
となる。
正会員、準会員、賛助会員の他に JAPRS に関連する 10 団体および
8 社からの招待者が加わり、会場の所々で歓談の輪が出来る。

20：05 中〆の時間となり、清水総務委員長挨拶
の後、20：20 無事に終了することが出来ました。

１月 24 日（木）、平成 31 年 JAPRS 新年会が開催されました。本年は、昨年に続き元
赤坂・明治記念館 １Ｆ「若竹」に於いて 101 名の参加者により実施されました。

高田会長

経済産業省 商務情報政策局 
コンテンツ産業課 課長補佐 
中山 祥氏

一般社団法人日本レコード
協会理事　畑 陽一郎氏

清水総務委員長

一般社団法人日本オーディオ
協会 専務理事　森 美裕氏
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JAPRS 技術セミナー「アナログ・レコードカッティングの実際」

技術委員会では、昨年 11 月 17 日サウンドインＢｓｔに於いて開催した第１回セミ
ナーに続き、第２回として「アナログ・レコードカッティングの実際」をテーマとす
る技術セミナーを、２月 16 日（土）ワーナーミュージック・マスタリング MAS-1st
にて開催した。

Ⅰ部：「カッティング・レクチャー」（ノイマン VMS 80 を使用）
　 　＜システムの説明＞
　　 　・レプロデューサー　　　　・コンソール
　　 　・カッターアンプ　　　　　・カッティングレース
　　 　・プレイバック機器
　 　＜カッティング前の調整＞
　　 　・カッティングレベル、尺
　　 　・高音、低音、位相
Ⅱ部：「カッティング」 
　　 　・テストカッティング
　　 　・本盤カッティングの進め方
　　　「質疑応答」　～　「試聴コーナー」

ワーナーミュージック・
マスタリング

司会進行：菊地　功 氏

ワーナーミュージック
・マスタリング

 講師：北村 勝敏 氏

ノイマン VMS 80

セミナー風景
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JAPRS技術セミナー「アナログ・レコードカッティングの実際」に参加して
 株式会社ギャラクシー
 佐久間 英夫

２月 16 日（土）、ワーナーミュージック・マスタリング MAS-1st にて開催された
JAPRS 技術セミナー「アナログ・レコードカッティングの実際」に参加させていただ
きました。昨年 11 月開催の第１回セミナー「アナログ・レコードの基礎とカッティング」
に続いての参加となります。講師は、前回同様に経験豊富なワーナーミュージック・
マスタリングの北村 勝敏氏、司会に同マスタリングスタジオの菊地 功氏がご担当され
ました。今回は、貴重なカッティングマシンの名機であるノイマン VMS-80 を用いた
実践編ということで、ご参加の皆様も身を乗り出すように北村氏のレクチャーを受け
ておりました。

まず北村氏から VMS-80 のシステム説明として、レプロデューサー、コンソール、カッ
ターアンプ、カッティングレース、プレイバック機器等の解説をしていただきました。
個人的に、国内や海外で実際のアナログ・レコードカッティング現場に幾度か立ち会っ
た経験があるのですが、今回のように細やかなマシンの機能解説や実務的な講義は受
けたことがなく、とても勉強になりました。それぞれの持つアナログならではのデリ
ケートなファンクションやノイマン特有のコンソールにおけるルーティング、コンプ
レッサーなどとの相性など、北村氏のキャリア豊富な知識を惜しみなく参加者へ公開
してくださいました。また今回解説に使用した VMS-80 と同時に、より稼働台数が多
いと思われる VMS-70 の場合における機能や具体的な違いなども解説していただき大
変参考になりました。さらに、カッティング前の調整といたしまして、カッティング・
レベル、尺、および高音、低音、位相についてご説明いただき、後半はいよいよ実際
のカッティング作業へとなります。

今回カッティング講習に使用されたマスター音源は、実際に北村氏が手掛けられ、
昨年９月 25 日にアナログ・レコード２枚組で発売となりました『MIXER’ S LAB 
SOUND SERIES Vol.3』（型番：SSAR-036 ～ 037）から「アイアンサイドのテーマ

（Ironside Theme）」を、DAW は Pyramix を使用しておられました。最初にカッティ
ングするにあたっての Pyramix のプレヴューヘッド用のセッティング、コンソール上
のアッテネーター、イコライザー、コンプレッサー、及び VMS-80 のカッターアンプ
の注意事項やラッカー盤の取り扱い方などをご説明いただきました。一通りテスト・
カッティングしたラッカー盤を再生しつつ、各メーターの振れ具合や溝の幅、歪みを
確認後に、本盤カッティングとなります。実際にカッティング業務を行うにあたって、
経験者ならではの苦労やコツなどをご教示いただき、デジタル・マスター音源とのサ
ウンド比較を行いました。またラッカー盤のメーカーによる音の違い、溝の内周、外
周による音質の変化、プレス工場による音の違い、といったアナログ・レコードなら
ではのマニアックなお話も大変参考になりました。最後は恒例の試聴会となり、北村
氏の手掛けた作品を参加者とともに楽しませていただきました。

昨今のアナログ・レコード・マーケットの復興で、国内スタジオでもカッティング
マシンを再導入する動きが出てきていることなどから、今回のセミナーは非常に実践
的で即戦力となるものでした。また改めて、デジタルとは違ったアナログ・レコード
盤特有の温かみあるサウンドに魅力を感じた次第でございます。ご協力頂きました皆
様方には心から御礼申し上げます。ありがとうございました。
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JAPRS技術セミナー「アナログ・レコードカッティングの実際」に参加して
 メモリーテック株式会社
 佐々 直美

第１回にあたるアナログ・レコードの基礎とカッティングに参加が出来なかった為、
多少の不安を抱えつつの参加でした。

まず講師の北村さんよりシステム、再生機、コンソール等機材の説明を受けました。
元音源を２系統、ずらして再生する事が必須である事や、ボタンひとつで切り替わ

る EQ 等考えてみれば必要だとは判るのですが、様々な工程を経て行う作業だと改め
て再認識しました。

レベルや音質が収録時間に関係してきて悩ましいと仰っていたのが、CD のマスタリ
ングではする必要のない心配事なので印象的でした。位相に関しては逆相のものはカッ
ティング出来ないと思っていたので、可能である事は意外でした。

実際のカッティングでは今回は DAW から再生し行っていました。
顕微鏡で針先を覗くとラッカー盤が針で削られて溝が刻まれていく様が見られまし

た。
スピーカーで再生中の音を小さくするとシャカシャカとヘッドフォンの音漏れのよ

うな音ではありましたが、針先から刻んでいる音が流れて実際に溝を刻んでいるだけ
では無く、音楽が刻まれている事が実感として分かり興味深かったです。失敗したら
１からやり直しで undo が効かない緊張感を感じました。

カッティングしたてのラッカー盤を試聴時に元の DAW の音と交互に聞かせて貰え
ました。

元の音源が 384kHz 32bit であったらしく、高域・低域共に制限の多いレコードと比
べると差は大きかったですが、劣っている感じはあまり受けませんでした。

レコードを聴く時はレコードを聴く耳になるからと菊地さんから補足があり、腑に
落ちました。

今回カッティングに使用した音源はレコードとして発売したもので、商品とラッカー
盤との比較試聴も出来ました。

思ったより差があるなというのが正直な印象でした。
盤によって個体差がありそうだなと思いました。
今回のセミナーで体験できたことは大変自分にとって貴重な事でした。
機会を設けて下さりありがとうございました。
余談ですが部屋にあるターンテーブルを常設にしようかと目論んでおります。
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2019 年 JAPRS新人エンジニア育成研修会レポート
　２月 23 日（土）、昨年までの「新プロ・エンジニア研修会」から名称を改め「2019
年 JAPRS 新人エンジニア育成研修会～スタジオで働くために今何を学ぶか～」が、専
門学校委員会の主催により王子・北とぴあ ドームホールに於いて開催されました。
　この研修会は、これから音楽スタジオ業界に就職を目指す JAPRS 賛助会員専門学校
１年生を対象とし、エンジニアという仕事について、また望まれる人材と業務の内容
を知るための研修会で、今年で 19 回目となりますが、名称変更とともに内容の視覚化
や現場スタッフの参加を増やすことにより、レコーディングという業務をより分かり
やすくなるようにしました。今回は参加予定者 54 名のところ 51 名が参加（内訳は、
東京 34 名、名古屋 5名、大阪 12 名）となりました。
　当日は、13:00 に専門学校委員会担当者７名、事務局員３名が王子・北とぴあ ドーム
ホールに集合し、13:30 からの参加者受付に備え、準備を開始しました。
会場の準備もスムーズに行われ、参加学生も着席し予定どおり 13:45 より物井 謙行氏

（ESP東京）の司会のもと、以下の内容で研修会が進行されました。

１．会長挨拶「スペシャリストを目指して」
高田 英男 JAPRS 会長
ゲスト：中山 佳敬氏　　（株）JVCケンウッド・ビクターエンタテインメント
　　　　　　　　　　　 ビクタースタジオ チーフエンジニア

２．「レコーディングスタジオとはどんな場所か」
山田 幹朗氏　
（株）JVCケンウッド・ビクターエンタテインメント
ビクタースタジオ　エンジニアグループ　
ゼネラルマネージャー

３．「今スタジオではどんな人材が求められているか」
明地 権氏　（株）サウンド・シティ　営業部長　ゲスト：中山 佳敬氏 / 山田 幹朗氏

採用を担当する立場から見て
明地氏とビクタースタジオ 山田氏

高田会長と中山氏

エンジニアとして求める人材とは
明地氏とビクタースタジオ 中山氏

明地 権氏

山田 幹朗氏

高田会長 中山 佳敬氏
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５．「専門学校委員会からのインフォメーション」
峯岸 太一氏 （専門学校東京ビジュアルアーツ）

○2019 年 JAPRS 企業説明会
　　5 月 18 日（土）
　　　　　会場：専門学校 ESP エンタテインメント東京
○レコーディングセミナー（スタジオワーク編）
　　　　　（旧名称：新プロ・エンジニア養成セミナー）
　　6 月 8 日（土）　東京地区（サウンドインスタジオ Bst）
　　6 月 15 日（土）　大阪地区（スタジオ グルーヴ Ast）
　　6 月 29 日（土）　名古屋地区（名古屋ビジュアルアーツ「Pixy Studio」）
○ JAPRS 技術認定試験
　　7 月 7 日（日）　サウンドレコーディング技術認定試験
　　9 月 8 日（日）　Pro Tools 技術認定試験

　レコーディングスタジオ業界というものが学生たちに伝わり難くなっている昨今、
この研修会に参加したことでこの業界への興味を深め、学校生活で何を学ぶべきかを
理解し、レコーディングエンジニアへの第一歩を踏み出されることを願っています。
　ご協力いただいた講師の皆様、レコーディング・エンジニア、アシスタント・エン
ジニアの方々およびスタッフの方々に心より御礼申し上げます。

４．「現役アシスタントエンジニアＱ＆Ａコーナー」
司会進行：物井 謙行氏（専門学校 ESP エンタテインメント東京）
参加エンジニア：
　飯島 知代氏　　マルニスタジオ　　　　　東放学園音響専門学校 OG
　五十嵐 覚氏　　サウンド・シティ　　　　東京音楽大学 OB
　稲垣 杏理氏　　サウンドインスタジオ　　洗足学園音楽大学 OG
　後藤 真太郎氏　ラボレコーダーズ　　　　日本工学院八王子専門学校 OB

Ｑ＆Ａコーナー 風景 司会進行：物井 謙行氏

飯島 知代氏

峯岸 太一氏

五十嵐 覚氏稲垣 杏理氏後藤 真太郎氏
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第３回 中華圏セミナー「中国クライアントとの取引」

中国経済の成長と音楽市場の拡大に伴い、商習慣の違いや言葉の
問題、決済に関する不安等から積極的な受注に至っていない状況が
ありますが、これらの障壁を乗り越えてインバウンド需要を取り込
むべく企画した「中華圏セミナー」の最後となる３回目が、3 月 8
日（金）に中野サンプラザ ８階 研修室１にて、（独）日本貿易振興
機構（ジェトロ）様のご協力により、分部 悠介氏（弁護士・
JETRO 海外コーディネーター）を講師に迎えて開催されました。（第
１回「中国の音楽産業について」、第２回「中国のレコーディング、
スタジオ業界について」）

相川 洋一氏（サウンドインスタジオ）の司会によりセミナーは
始まり、分部氏の語り口調に参加者は引き込まれて行き、あっと言
う間に時間が過ぎて行きました。

　実際に起こり得る事例をもとに対応策について説明がなされ、
参加者にとって内容の濃いセミナーとなりました。

最後に、廣田渉外委員長より今後の取り組みについて説明され、
セミナーは終了となりました。　

第 3 回中華圏セミナー　レポート
 （株）サウンドインスタジオ
 相川 洋一

渉外委員会では、このところの中国経済の成長および音楽市場の
拡大を鑑み、「新たなスタジオユーザー開拓」の可能性が中華圏に
あると注目いたしました。ただ、商習慣の違いや言葉の問題、決済
に対する不安等から、なかなか積極的な受注に至ってないのが現状
でした。そこで、「先ず、相手のことを知ろう」と始めたのがこの
中華圏セミナーです。

第 1 回「中国の音楽産業について」、第 2 回「中国のレコーディ
ング、スタジオ産業について」というテーマでセミナーを開催し、
中国の音楽市場規模が桁違いのスケールであること、国家統制下でのビジネスという
特殊性や、スタジオビジネスの成り立ちの違いを学びました。また、日本の音楽やア
ニメ産業の中国でのポジションを知り、日本のスタジオに求められているポイントを
理解することで、中華圏のビジネスチャンスをどう掴んでいくかのヒントを得られた
と思います。

そして、大詰めとなりますこの第 3 回は、「中国クライアントとの取引」というテー
マで、講師に弁護士・JETRO 海外コーディネーターの分部 悠介氏をお迎えし、より
実務的なお話を伺うこととなりました。分部さんは、日中のコンテンツビジネス実務
に精通されており、JETRO 上海のコンテンツコーディネーターとして上海を拠点に活
躍されておりますので、分部さんのお話には非常にリアリティがありました。中国企

分部 悠介氏

廣田渉外委員長 

司会進行：相川 洋一氏
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業と取引する時の注意点として「全国企業情報公示システム」や「信用中国ウェブサ
イト」をご紹介いただき、「信用調査報告書」のサンプルも具体的に示していただきま
した。また、海外送金が厳しく管理されており、送金の際 16% も課税されることには
驚かされました。

日本では、特に音楽業界という狭い業界ということもあって、「信用取引」的に契約
書までは交わさずに仕事を受ける慣習もありますが、同じ感覚で中国とビジネスを進
めてはいけないということを痛感しました。トラブルを未然に防ぐためにも、こと細
かく契約書に記すことが重要ということです。さらに、万が一トラブルになった場合、
日本の裁判所の判決は中国で執行できないので、管轄を中国裁判所にするべきとのお
話は、たいへん参考になりました。

これまで中国は「近くて遠い国」で、よく解らないから近付かないという面もあり
ましたが、違いを理解することで近く感じられるようになりました。まだまだ解決し
なければならない問題もありますが、将来的には、関連団体とも協力して中国のクラ
イアントを迎えるシステムが出来上がると良いと思います。

最後になりますが、今回のセミナーを開催するにあたり、独立行政法人　日本貿易
振興機構（JETRO）の吉澤 和樹氏に多大なるご協力をいただきましたことを、紙面を
お借りしてお礼申し上げます。

セミナー風景
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第 30回 NHK技術交流会「吹奏楽生録セミナー」
技術委員会では、ＮＨＫ制作技術センター番組制作技術部との協議により、大編成

を録音する技術の勉強と継承を兼ねて、吹奏楽生録セミナーを技術交流会として開催
しました。

日時：2019 年３月 17 日（日）
場所：NHK　CR-509 スタジオ
講師：（一社）日本音楽スタジオ協会 
　　　　　　名誉会長　　内沼 映二氏
演奏：墨田川高等学校 吹奏楽部　
　　　　　　指揮／鶴飼 奈民氏
協力：紀国 洋子氏（吹奏楽部 顧問）
　　　西畑 弘明氏（吹奏楽部 OB）

＜セミナー概要＞
・高田技術委員長挨拶　～　講師・演奏者紹介

◎Ｍ－１「チュニジアの夜」演奏録音　　　 
・グループ B の方はスタジオ側で生音を体験
　グループ A の方は調整室内で録音作業の体験
　Ｍ -１プレーバック
・指揮者＆生徒　～　グループＢ　　　

◎Ｍ－２ 行進曲「マリーン・シティ」演奏録音
・グループ A の方はスタジオ側で生音を体験
　グループ B の方は調整室内で録音
　Ｍ -２プレーバック
・指揮者＆生徒　～　グループＡ

◎マイク＆セッテイング説明＆質疑応答

第 30回 NHK技術交流会「吹奏楽生録セミナー」レポート
 東京都立墨田川高等学校　吹奏楽部　外部講師 指揮者
 鶴飼 奈民

今回はこのような貴重な体験をさせていただき、とても感謝いたしております。
私はサクソフォン奏者でもありますので、アンサンブルでのホールやスタジオレコー

ディングの経験はございますが、吹奏楽のレコーディングは参加したことがなく、指
揮者としても初めての経験でした。生徒たちも学校での簡易的なレコーディングは経
験しておりましたが、その時のマイクはセンターと両端の主に３点からくらいでした。
今回はまずスタジオ入りをした時に目の前にたくさんのマイクがあることに全員が緊
張したと思います。しかしとてもよい緊張感の中で演奏ができました。普段以上に一

指揮者：鶴飼 奈民氏

高田技術委員長

講師：内沼 映二名誉会長
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音一音に責任を持って、集中して演奏しようと思ったはずです。また普段とは違う演
奏配置でしたので『チュニジアの夜』は一人一人がアンテナを立てて更に集中できて
おりました。

プレイバック時は素晴らしい音響機器に囲まれ、あのような音を聴いたのは生徒た
ちは初めてなので、しっかりと耳に焼き付けたことと思います。その後の本番テイク
は奏者全員がそれぞれ思う点を修正をして望めたと思います。

ミキシングされた後の音源は、プレイバックで聴いたものと同じと思えないほどの
クオリティーで、各楽器の音が立っていること、バランスの凄さ、クリアさ、立体感
などが加わっておりました。

生音での演奏会は、聴衆側に目で奏者の姿も見え、音が空気から直接耳や肌に伝わ
ることにより、心の奥まで伝わるものだと思います。奏者側も聴衆の姿を見ながら演
奏できるので、その場で生まれる一回限りの音楽を楽しむことができます。

レコーディングをし、しっかりとミキシングまでされたものは、生では聴こえづら
い各楽器の細かい音など全てが鮮明に聴こえバランスも良くなるので、完成された音
になると思います。また、マイクがそばにあることで変に力まずに演奏することができ、
音色の乱れがなくなると思いました。

今回の経験で、レコーディングは演奏者だけの音楽ではなく、エンジニアの方々と
共に作り上げることのできる音楽なのだと実感いたしました。今後 CD などを聴く時
には、エンジニアの方々のこだわりなどにも視点を置いて聴こうと思います。

このようなとても貴重な素晴らしい体験をさせていただくことができ、内沼映二様、
高田英男様、内藤重利様をはじめ、NHK の方々、JAPRS の方々に厚く御礼申し上げ
ます。

JAPRS-NHK 技術交流会参加報告
 NHK 制作技術センター番組制作技術部音声
 川付 明範

NHK CR509 スタジオにて実施された、JAPRS-NHK 技術交流会に参加したので報告
する。今年のセミナーは、数々のコンテストで受賞歴を持つ墨田川高等学校吹奏学部
を招き、JAPRS 名誉会長、内沼映二氏による、ビッグバンドのレコーディングセミナー
であった。　これまで自分自身、大編成バンドのミクシングに携わった機会が少なく、
様々な楽器の録音手法について学べる有意義な時間であった。

周囲の楽器の被りを考慮したマイクの選定やマイキングの手法や、Jazz のスネアに
は DPA4011 を使うとレンジの広い繊細な音が表現できるといった意図を解説いただ
き、番組制作に即フィードバックできるノウハウを学ぶことができた。また、内沼氏
がマイキング時に学生一人ひとりに声を掛けている姿が印象的であり、演奏者に対す
る気配り・コミュニケーションもエンジニアとして必要な要素のひとつであることを
強く感じた。

NHK は昨年 12 月から BS4K･8K 放送を開始し、22.2 マルチチャンネル音響が放送モー
ドとして加わった。新たな収録ノウハウの蓄積も急務だが、基礎となるステレオミク
シングスキルがあってこそ、とも感じている。今後もこのような技術交流を行う機会
を積極的に活用し、自分自身のスキルアップへと繋げ、実践で役立てていきたい。



-14-

第 30回NHK技術交流会「吹奏楽生録セミナー」参加レポート
 日本コロムビア株式会社　A&C 本部スタジオ技術部
 塩澤 利安

2019 年３月 17 日（日曜日）に NHK CR-509 にて “第 30 回 NHK 技術交流会「吹奏
楽生録セミナー」” が開催されました。

講師は、巨匠エンジニア内沼映二氏。演奏は、東京都立墨田川高等学校吹奏楽部、
指揮は鶴飼奈民氏です。セミナー参加者も大変に多く、皆さんの興味の度合いが違う
と感じ取れました。

今回私がセミナーに参加した目的は、エンジニア内沼映二さんの吹奏楽録音のアプ
ローチを是非参考にしたかったからです。私も、吹奏楽の録音に多く携わっておりま
すが、エンジニアが代わればサウンドも違い、違う視点での捉え方を学べるのではと
思い参加致しました。

セミナーは A、B 班に割り振られ、それぞれスタジオ側での吹奏楽の生音を体験、
コントロールルームでの録音作業を順番に見る形となります。

まずは、１曲目『チュニジアの夜』です。この曲は「New Sounds In Brass」シリー
ズからの作品で、編成にドラム、ベースが入り、ポップスアレンジのソロも入る難易
度の高い楽曲です。このシリーズは吹奏楽においては昔から親しまれています。「New 
Sounds In Brass」シリーズの CD 音源は多くの演奏者に刺激を与えてきた作品です。
おそらく今回演奏して頂いた学生達も耳にしていたかと思われます。

早速セミナーが始まり演奏に入ります。私達の班は最初にコントロールルームで聴

ドラムセット スネアのマイキング

真剣に聞き入る生徒たち

CR509 スタジオ 全景

内沼氏の講義
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かせて頂きました。演奏が CR-509 のス
ピーカーから大音量で鳴り響きます。「こ
れはっ！まさしく内沼映二さんのサウン
ド！」。ドラムをはじめ、パーカッショ
ンのバランスはブラスポップスサウンド
のカッコ良さを引き出しています。この
思い切りの良いバランス構成はなかなか
真似出来ません。この曲の生演奏はスタ
ジオ側では聴いていませんが、そこで
鳴っている演奏バランスとは全く違った
ものが、録音芸術として捉えられ創られ
ていると想像します。

２曲目は、『行進曲「マリーン・シティ」』。こちらは１曲目とは打って変わって、全
日本吹奏楽コンクールの課題曲です。私はスタジオ側での生演奏を聴く番です。この
曲は、ドラム、ベースは使用せず、シンプルな吹奏楽編成で、最も吹奏楽の演奏力が
試される楽曲です。パーカッションの使用楽器が変わるため、多少マイクセッティン
グを変更します。そこで奏でられた演奏は、東京都大会レベルの堅実な演奏でした。
プレイバックをスタジオ側、コントロール側で聴きます。良くも悪くも新たな吹奏楽
サウンド。内沼さんがおそらく大好きだと思われるパーカッションはデフォルメされ、
定位もセンターに位置し存在感は実際の音量よりも大きく聴かせています。

収録後においては吹奏楽部の計らい
で、様々な場所で生音を確認出来る時間
を設けて頂きました。参加者にとっては
各々の場所で実際の音を自分の耳で聴く
ことのできる滅多にない機会です。私も
指揮者位置後方で聴かせて頂きました。
プロの吹奏楽団では絶対に出来ない良い
チャンスです。大抵の指揮者はこの位置
で鳴っているサウンドを求めます。自分
がレコーディングをする際、どの様なサ
ウンドが求められているのかを確認する
ことができました。

レコーディング後には、団員を代表し各パートリーダーからの感想を聞きました。「自
分達の演奏を客観的に聴くことができた」、「マイクに入った音は実際の音とは違った」、

「マイクがあると緊張する」、「普段体験できないこと」、「普段は指揮者位置で捉えられ
た音しか聴いていなかった」、「演奏したものがマイクに入っていた」、「感動した、ド
ラムは New Sounds In Brass のようだった」などの感想が出てきました。これらの素
直な意見は私たちにとって大変参考になります。また、演奏者にとっても多くの経験
につながったことが伺われました。

最後にセミナー参加者に向け内沼氏から今回のレコーディングセッションにおいて
の総論がありました。使用したマイクは、スタジオ所有の物から内沼氏が普段使用し
ている物を中心に配置して、足りない物は適材適所で選定して補いました。メインマ
イクは無指向性マイクでデッカツリーなどのワンポイントステレオ方式を想定してい
ましたが、ドラム、ベースが指揮者の左後ろに配置されており、ステレオ方式では定

指揮者の後部にセッティングされたドラム

至近距離での生音体験
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位がおかしなことになって生かされない
ために、セッティングを断念せざるを得
なかった状況です。ですが、やはり全体
の空気感を捉えることは必要と感じてい
たので、SANKEN CO-100K をオフマイ
クとして使用しています。広帯域収音マ
イクは多くの割合でミックスしている様
子で、オンマイクばかりでは各楽器が点
のサウンドとなって表れてきてしまうの
で、全体のサウンド創りには貢献できた
ものだと想像できます。最終的なサウン

ドの構成はオンマイクを基本としてバランスを整え、録音芸術作品として創り上げた
サウンドに仕上がっています。

各トラックは、コンプレッサーはほとんど使用せず、ドラムのキック、スネアに
API 560 のイコライザーを使用し収録、モニターのトータルにおいて NEVE 33609、
GML 9500 を使用しています。CR-509 は内沼氏が想像していたよりも残響は少なく、
愛用の LEXICON Model 200 と 480L でリバーブを付加させています。今回はマルチト
ラック録音し、後に様々なセミナー、専門学校への教育素材としても生かせるように
配慮された収録をしています。

私の感想を述べさせて頂きます。吹奏楽の楽曲は様々な編成、楽器、ジャンルがあ
ります。今回の選曲はポップスアレンジとオリジナル楽曲であり全く内容が異なって
います。時間に余裕があればそれぞれのセッティング、サウンドの方向性を変えてみ
る必要があったと考えます。同一のセッティングでは、各楽曲の特徴を生かすのは困
難です。オリジナル楽曲であれば、内沼氏が想定していたワンポイントステレオ方式
でのサウンド創りも可能だったと思います。どちらにしても創り上げる作品ですが、
私もこのセミナーを通して、サウンドの方向性を定めるためのセッティングに関して
改めて認識を深めることができました。

最後に、今後もこの様に貴重な生録セミナーが様々な形で行われ、たくさんの参加
者にとって有意義なものとなることを望みます。

マイクセッティングの説明
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JAPRSセミナー「働き方改革関連法の解説と実務対応」実施報告
2019 年４月より大企業、2020 年４月より中小企業を対象に働き方改革関連法の残業

時間規制法が施行されること受けて、この法案が音楽業界等に当てはめることが難し
い部分も多く、会員社においても対応に苦慮することが考えられるため、この問題に
対応すべく、渉外委員会では４月５日（金）東京ウィメンズプラザにて、講師に社会
保険労務士法人 三平事務所 三平 和男氏を迎え、働き方改革関連法に関するセミナー

「働き方改革関連法の解説と実務対応」を開催しました。
今回は働き方改革関連法の基本的な部分を確認することが中心でしたが、音楽録音

スタジオ業界に特化した具体的な事例への対応について意見が伺える機会も検討して
います。

社会保険労務士法人 三平事務所 
所在地：〒 105-0003 東京都港区西新橋 1-19-3 第２双葉ビル 5F
URL　：https://www.mihirajimusho.biz 

講師：社会保険労務士
三平 和男氏

廣田渉外委員長 セミナー風景

働き方改革関連法による改正の全体像
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１．会員数（平成３１年４月１日現在）
　　　正会員（法人）　　22 法人　　　　　準会員　　　　　　３法人
　　　正会員（個人）　　14 人
　　　賛助会員Ⅰ　　　 47 法人　　　　　賛助会員Ⅱ　　　　２法人

２．入会
　①賛助会員Ⅰ
　　○学校法人イーエスピー学園
　　　専門学校 ESP エンタテインメント福岡 平成 31 年 4 月 1 日

３．退会
　①個人正会員
　　○加藤　英雄 平成 31 年 2 月 28 日
　　○静永　秀宏 平成 31 年 3 月 31 日

４．法人・会員代表者および住所変更、その他　
　①法人正会員 
　　○法人代表者、会員代表者変更
　　　株式会社グリーンバード
　　　（旧）西裏　健
　　　（新）廣田　哲也（代表取締役）
　　○地番変更
　　　株式会社フリーマーケット
　　・スタジオアートーン四谷
　　　（新）〒 160-0008 東京都新宿区四谷三栄町 14-5 名倉堂ビル B2
　　・スタジオサウンドバレイ
　　　（新）〒 160-0003 東京都新宿区四谷本塩町 15-12 羽毛田ビル/カーサ四谷 B1,B2

　②準会員 
　　○法人代表者変更
　　　合同会社 SIGN SOUND
　　　（旧）原　裕之
　　　（新）井本　光紀（代表社員）

　③賛助会員Ⅰ
　　○法人代表者、会員代表者変更
　　　日本板硝子環境アメニティ株式会社
　　・法人代表者
　　　（旧）袴田　正人
　　　（新）一色　伸悟（代表取締役社長）

会 　員　 動　 向
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　　・会員代表者
　　　（旧）売野　匠
　　　（新）杉崎　眞一（営業本部）
　　○法人代表者、会員代表者変更
　　　学校法人 Adachi 学園　専門学校名古屋ビジュアルアーツ
　　・法人代表者
　　　（旧）中川　貴司
　　　（新）清水　禎徳（校長）
　　・会員代表者
　　　（旧）清水　禎徳
　　　（新）井筒　伸太郎（ミュージシャン学科長）
　　○会員代表者変更
　　　学校法人イーエスピー学園　専門学校 ESP エンタテインメント大阪
　　・会員代表者
　　　（旧）大橋　健志朗
　　　（新）原田　朝子（キャリアサポートセクション）
　　○法人代表者、会員代表者変更
　　　学校法人 東放学園　東放学園音響専門学校
　　・法人代表者
　　　（旧）奈木野　浩
　　　（新）斉藤　晃（理事長）
　　・会員代表者
　　　（旧）奈木野　浩
　　　（新）酒井　努（校長）

　④賛助会員Ⅱ
　　○住所変更
　　　株式会社ステレオサウンド
　　　（新住所）〒 158-0098　東京都世田谷区上用賀 5-12-11
　　　　　　　　TEL：03-5716-3883（代表）

５．その他
　　○経済産業省商務情報政策局 コンテンツ産業課
　　　（新）中山　祥（課長補佐）
　　　（新）渡邉　佳苗（係長）

　　○代表者変更
　　　株式会社 ソニー・ミュージックアーティスツ
　　　（新）斉藤　剛（代表取締役 執行役員会長）
　　　（新）林田　大助（代表取締役 執行役員社長）

　　○新会社設立
　　　瀧口　博達
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　　（旧）株式会社グローイングアップ　パラサイトマスタリング
　　　　 〒 154-0015　世田谷区桜新町 1-11-5
　　（新）タッキーズ・マスタリング株式会社　代表取締役
　　　　 〒 107-0062 東京都港区南青山 7-3-6　南青山HYビル 2F
　　　　 TEL：03-6418-0882

　○代表者変更
　　株式会社電通クリエーティブＸ
　　（新）兼藤　佳行（代表取締役社長）

　○代表者変更
　　株式会社 ドリーミュージック
　　（旧）三浦　剛史
　　（新）楠木　紳市（代表取締役社長）

　○事務局移転
　　日本コンパクトディスク・ビデオレンタル商業組合
　　（新住所）〒 101-0051　東京都千代田区神田神保町 2-22　カンナビル 3F
　　　　　　　TEL：03-3234-8824　FAX：03-3234-8859（TEL&FAXは変更なし）

　○代表者変更
　　株式会社 莫
　　（旧）森　知明
　　（新）髙城　基道（代表取締役社長）
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【発行所】一般社団法人　日本音楽スタジオ協会

　　　　　〒169-0072 東京都新宿区大久保2丁目1番11号　モナーク大久保3F

　　　　　TEL. 03－3200－3650 FAX. 03－3200－3660
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【編　集】総　務　委　員　会　　　　　【印刷所】株式会社研恒社

委 員 長 清水　三義（青葉台スタジオ）

委　　員 佐藤　賢一（事務局）

　 〃 内藤　重利（　〃　）

　 〃 伊東　真奈美（　〃　）

心地よい風、若葉が目に染みるこの季節とともに、
令和の御代に立ち会える事の幸せを感じるこの頃です。
 Smith

今年は、オリンピックの前年で、初のラグビー・ワールドカップの開催国ですが、何とかブロック
リーグを勝ち抜いて、トーナメントに進出して欲しいですね。

hair ken short

4月1日から東新宿駅の新しい出口B-3が使用出来るようになりました。これからやって来る梅雨の
季節、JAPRS事務局へのアクセスが大変楽になるはずです。最近で一番うれしい出来事でした。
 pesonai

季節予報によると、今年の夏は晴れの日が少ないとのこと。暑さが少しでも和らげばよいのです
が・・・。

mm
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